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レーニングで使用するマニュアルの概要，特徴，使
用効果等について紹介する。

２．若年者ものづくり競技大会の概要

若年者ものづくり競技大会（以下，「競技大会」
という。）は，厚生労働省及び中央職業能力開発協
会が主催している毎年開催の競技大会である。

若年者に目標を付与し，技能を向上させることに
より若年者の就業促進を図り，併せて若年技能者の
裾野の拡大を図ることを目的としている。

参加対象は，企業等に就業しておらず，職業能力
開発施設，工業高等学校等において技能を習得中の
原則20歳以下の若年者である。

本競技大会は，毎年開催の技能五輪全国大会（原
則23歳以下），隔年開催の技能五輪国際大会（22歳
以下）等を目指す若者の登竜門としても位置づけら
れている。

平成17年に千葉県において第1回大会が開催さ
れ，平成30年で13回目を迎えた。第13回大会は石川
県（一部，愛知県）で開催され，旋盤職種を含め，
15職種で競技が実施され，参加選手は445名に及ん
だ。

旋盤職種は第1回大会から開催されており，平成
30年度までに，1都1道27県の45校から，入賞者が延

１．はじめに

滋賀職業能力開発短期大学校（以下，「滋賀職能
大」という。）では，平成27年までに若年者ものづ
くり競技大会の旋盤職種に関して，第1回大会へ1
名，第2回大会へ2名，第9回大会へ1名，第10回大会
へ1名の計5名が出場し，敢闘賞3名，優勝1名という
結果を残している。しかし，出場した学生全員が工
業高校の出身者であり，普通科，総合学科等を卒業
した学生はいなかった。

そこで，平成26年の第9回大会に出場した学生が
優勝したことを契機に，今後，入学してくるあらゆ
る学生に旋盤に興味を持ってもらい，旋盤に関する
競技大会に挑戦してもらいたいと考え，総合制作実
習等を活用して，初心者が若年者ものづくり競技大
会（旋盤職種）について一から学ぶためのトレーニ
ングマニュアル（以下，「マニュアル」という。）の
研究開発を進めてきた。

また，マニュアルの品質向上のためには，より高
いレベルの技能，技術が必要と考え，学生と共に第
53回技能五輪全国大会（旋盤職種）へも出場し，競
技大会で必要な技能等を研究してきた。以降，約4
年の歳月をかけてマニュアルを開発した。

本稿では，このトレーニングの概要をはじめ，ト
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⃝　一般に，生産技術科の1年次で学ぶ「機械加工実
習」「基礎製図・機械製図」「機械加工」の単位
を修得済みであること。

４．トレーニングの概要及び使用するマニュアル

4.１　トレーニングの構成及び使用するマニュアル
トレーニングの種類と使用するマニュアルの一覧

を表1に示す。トレーニングは3つのステップで構成
されており，順に，要素トレーニング，複合トレー
ニング，実践トレーニングがある。トレーニングの
期間は，10月～翌年7月の約10か月間である。まず，
指導員と学生の両者が「トレーニングマニュアル本
編」を熟読してからトレーニングを開始する。

4.２　要素トレーニング
ここでは，旋盤作業で必要な基礎技能の習熟度を

高めると共に競技大会で必要な技能を習得する。習
得する技能，技術は「要素トレーニング用技能マッ
プ」にまとめてあり，これらを23種類のトレーニン
グを段階的に進めることで習得する。図1に，その
トレーニング工程の概略図を示す。

要素トレーニングには，「合格タイム」と「目標
タイム」の2種類の作業時間を設定している。「合格

べ100名誕生している（同じ人が複数回入賞した場
合も別々に数えている）。そのうち，滋賀職能大を
含めた11県12校からは，1校あたり3名以上という多
くの入賞者が誕生している。［1］

３． マニュアルのコンセプト及びトレーニング
の対象者

３.１　コンセプト
コンセプトは，高校を卒業するまで旋盤を全く

触ったことのない初心者が，6か月程度の訓練受講
後に，競技大会へ出場するまでに必要なことを “一
から学ぶことができる教材” である。

競技大会で必要な技能，技術だけでなく，準備す
べき使用機器，工具，測定器，工具整理台，服装，
心構えについても記載している。

３.２　使用対象者（トレーニング対象者）
最も適しているトレーニングの対象者とその対象

者が事前に習得しておくべき能力は，以下のとおり
である。
⃝　高校の普通科，総合学科，工業高校等を卒業し，

職業能力開発大学校または職業能力開発短期大
学校の生産技術科に入学（入校）した1年生。

表1　トレーニングの種類と使用するマニュアル
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二つ目は，「メンタル面の強化」である。普通科
出身の学生にとっては，競技大会は初めて参加する
大会である。初めての大会で普段通りの実力を発揮
するのは並大抵のことではない。そこで，技能検定
を受検することで，人に見られながら作業を行う緊
張感や競技大会の雰囲気に少しでも慣れるようにす
るわけである。

すでに年度前期の技能検定を受検している場合に
は，他施設や他の学校の選手と合同練習やプレ大会
を実施することで，より大会の雰囲気に慣れること
ができる。

4.4　実践トレーニング
競技大会前の最終トレーニングとして，過去の競

技課題による練習を行う。制限時間内に図面の指示
通りに製作できるように繰り返し練習を行う。

本マニュアルでは，第9回大会の競技課題の作業
手順書とイメージトレーニングを行うための動画を
用意している。実践トレーニング中の学生の動きを
ビデオで撮影し，無駄な動きがないかを指導員と学
生が確認し作業改善を行うと，より効果的である。

5．マニュアルの特徴及び使用効果

トレーニングで使用するマニュアルの特徴及び使
用効果は以下のとおりである。
⃝　初心者の学生目線

マニュアルの素案は，競技大会で優勝し（図2），
技能五輪全国大会へも出場した当時学生（図3）の
意見を取り入れている。その後，実際にそれを使用
し，競技大会へ出場した普通科出身の学生の意見を
基にして改良した。さらには，図4のように，競技

タイム」は競技課題を制限時間内に製作するために
最低限クリアしておく時間であり，「目標タイム」
は競技大会で上位入賞を目指す時の時間として設定
している。各工程の概要は以下のとおりである。
①作業手順書…「要素トレーニング用作業手順書」
を見て，課題の内容と作業手順を確認する。
②実践…課題を実践し，合格タイム内に課題ができ
るように練習をする。
③タイム計測…合格タイム内に課題ができるかテス
トを実施する。
④検証（タイム・寸法）…課題に設定された時間，
寸法を満たしているかを確認する。
⑤動画…学生がマニュアルの動画を見て，自分の作
業と比較し，改善を行う。

①～⑤まで実施し，寸法精度及び合格タイムをクリ
アすることができたら，指導員の確認の上，次の課題
に進むことができる。合格タイムをクリアできない場合
は，指導員が動画マニュアルの動きと学生の動きを比
較して，違いをチェックする。その後，どの部分を修
正すれば合格タイムをクリアできるか指導員が助言を
し，学生はそれを基に反復練習を行う。

4.３　複合トレーニング
複合トレーニングでは，年度後期に実施される技

能検定（普通旋盤3級）を受検する。マニュアルと
して，市販の対策本等を用意する。

ここでのトレーニングの目的は大きく二つある。
一つ目は，「明確な目標を持つことによるモチベー
ションの維持」である。1年生の10月から練習に取
り組み，競技大会が開催される8月までの長期間，
モチベーションを維持するのは難しいものである。
そこで，要素トレーニングの終盤時期に実施される
技能検定を受検することにより，新たな目標を持
ち，モチベーションが維持されると共に，客観的に
現状の学生の能力評価ができるのである。

図1　要素トレーニングの工程

図2　第9回大会　賞状（第一位）
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負担の軽減に繋がるようにした。そして，その分，
より多くの練習に取り組む気持ちが形成され，苦手
なことにも取り組めるようになる。
⃝　作業手順書は “リアリティ” を追及した絵解きを

多用
「要素トレーニング用作業手順書」では，若年者

が興味を持ちやすく，かつ初心者でも作業のイメー
ジがつかみやすいように，作業方法を写真や図絵を
用いた絵解きにより解説している。誰が見てもわか
るように，“リアリティ” を出すことにこだわって
作図した。図6及び図7に，その一例を示す。大会に出場しないその他の学生にも検証してもら

い，その結果と感想を参考にしながら，より初心者
の学生目線で改良を加えている。
⃝　段階的に進めるステップシステム

指導員と学生が二人三脚となって，評価・検証を
行いながら段階的にトレーニングを進めるステップ
システムになっている（表1を参照）。特にトレーニ
ングの初期段階で行う23種類の要素トレーニングで
は，取り組む順番が決めてあり，各課題の作業手順
書は個別ファイルになっている。課題の目標が達成
できたことを指導員が確認し，指導員が図5に示す
技能マップにチェックを入れたら，次の課題を手渡
すシステムになっている。なお，技能マップは競技
大会に必要な技能，技術の一覧であるが，チェック
シートの役割も担っている。
⃝　学生の意欲喚起

新しいこと，レベルの高いことを学ぶことは，学
生にとって負担が掛かることである。そこで，ト
レーニングを段階的に進め，反復練習をしながら
徐々に慣らしていくことで，新しい技能，技術の習
得達成感や自己の技能適応力が高まり，ストレスや

図3　第53回技能五輪全国大会　競技の様子

図5　要素トレーニング用技能マップ（抜粋）

図6　絵解きによる作業手順書（一例）

図4　競技大会に出場しない学生による検証
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また，写真のみの教材であると，白黒で印刷した
場合に全体が黒く潰れてしまい見づらくなるが，図
絵もあることでそれを軽減することができる。
⃝　金メダリストの実演による動画マニュアル

要素トレーニングのマニュアルには，マニュアル
の課題を実演している動画が用意してある。動画内
での作業者は，競技大会で優勝し，技能五輪全国大
会にも出場した先述の学生（図3）である。文字や
写真，図からの情報だけでは理解しにくいような細
かく繊細な動き，作業の速さ，力加減，音なども確
認でき，作業手順書と併せて使用することで，作業
への理解を深めることができる。また，パソコンが
使える環境さえあれば何度でも繰り返し見ることが
できることも，学生にとっては良い点である。
⃝　3つの視点からの動画

図8に示すように，動画には3つの視点からの映像
があり，作業者の「体全体」，「手元」，「目線」の動
きが確認できる。これにより，目標の早期達成に資
することが期待できる。また，トレーニング中の学
生自身の動きをビデオで撮影し，比較を行うことも
できる。

なお，体全体及び手元用の動画撮影には一般のデ
ジタルビデオカメラを，目線用の動画撮影にはウェ
アラブルカメラを使用した。

図7　絵解きによる作業手順書（一例）

図8　3つの視点からの動画

（体全体）

（手元） （目線）
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6．おわりに

本稿では，「若年者ものづくり競技大会（旋盤職種）」
をテーマにした教材の紹介を行った。ここで紹介した
教材の創意工夫，独創性は，分野を問わず，様々な
職業訓練の教材に応用できるものである。

滋賀職能大においては，今後この教材を活用し競
技大会に挑み，引き続き改良を加えていきたいと考
えている。

ところで，指導員の皆様は普段の訓練業務の中
で，学生をいかに授業に集中させるか，いかにして

「ものづくり」に興味を持たせるかと悩まれてはい
ないだろうか。

滋賀職能大において，ある年，入学当初から訓
練に身が入らず，授業中に寝てばかりいる学生がい
た。しかし，あるとき，その学生が自発的に競技大
会への出場を願い出てきたのである。筆者一同，非
常に驚いたため，その学生に理由を尋ねたところ，
競技大会の研究に打ち込む先輩学生と指導員を見る
うちに，「かっこいい！自分もやってみたい！」と
思うようになったということであった。

そして，それを契機に，その学生の授業に取り組
む姿勢が変わっていった。俗に言う “やる気スイッ
チ” が入ったわけである。

20世紀の教育学者ウィリアム・ウォードは，こう
云っている。『平凡な教師は言って聞かせる。よい
教師は説明する。優秀な教師はやってみせる。しか
し最高の教師は子どもの心に火をつける。』

最高の教師になるのは難題である。しかし，職業
訓練指導員として，自ら成長していける人材を一人
でも多く育成したいと考え，学生の心に火をつける
一つのトリガーとなることを目指して本教材を開発
した。今後も継続して，学生にとってわかりやすい
教材の開発や内発的動機付けを高める指導方法の検
討を行い，魅力ある職業訓練を実施していきたい。
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⃝　過去の競技課題の作業手順書とイメージトレーニ
ング動画

図9に，実践トレーニングで使用する過去の競技
大会（第9回大会）の作業手順書の一例を示す。作
業手順は，図3の学生が優勝したときの手順である。

また，図10のように加工のイメージトレーニング
をするための動画がある。動画を再生すると画面に
素材形状が現れ，加工する箇所を青色で表示しなが
ら，いわゆる “パラパラ漫画” の要領で徐々に完成
形状に近づいていくようになっている。加工工程を
迅速に記憶することに役立つ。

図9　過去の競技課題の作業手順書（一例）

図10　イメージトレーニング動画（一例）




